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　　　　　　　　　　一一　液滴租本・半4蚤　¢只　隔ゆ　　　　　　　　　v

　　　　　　第4図α…5◎。の・場合の懸婁液滴ρ形

・ぶぐ暑・られ：る、　（cr），（10）両式を局葺蕎・に考察▼すると柾糞菱・の液滴愈ゆ最・後に満．晃せねぼ｝

意らぬ條（ヰとして淑式：・が得られゐ．豆Pちs

・c
ｰ≦R重3！船手＿．一＿一＿（1ユ）

　　　　　　　e日曝a4・1馬・／・　lt

噛っで如何聴寸土叢滴といえ麗この曝馳虫疑と賑い湯劫瑚論
齢結黒と雲際の液漸と凌比鞍ずる色めヒ回気申で餉蔽お・よ択ガラメ甑から

液滴を懸塞せしめてi譲下寸薗の液趨φ膨産蓼．眞に．撮ノ）た．自」潮の鵠係上客

填は劃熔てないφ鎌6臨如ぐに・（’f　＝18◎3α・＝“◎。の場合の懸垂叢滴の形を

画くとこれ藍擬めて霞や銅磁に門門され彪激滴の蘂蛇：蘂と一致し免。

’
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第5図
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第6騎 永の懸垂・三二の形　、

　　　　　　　“k－x

　4．傾：斜級桑2i懸：垂きれた液滴

最も一搬臨な湯合：即ち茅マ劉に：於し・て平麺の

傾斜角を6ξし坐標颪点を奪由真Qに：藪り，x

軸を平飯た平賓紅湯軸を垂直た瀬れば・・敬・1・

鎮線部分の釣含を考えて平衡方程式を作：みと

PQお・よび’QR曲線に封してそれぞ・れ

　　　　農「煮一判田偏）Cts　一・

　　　　寵「吉＋・暫覧・・緬）a・＝・

　　　　5
P、、~、、」謁

　　　　　　ヘヘロ　ゐメノが　　　ま
　　童ヵ　　　　　　必

　　　　　第丁図

／一一（12・・）

劔得ら畝る．（X一　S二θと置いてSに｛鎗して微合すれば

　　　　　　灘子宰（b・　ez・　一…一一一…（捻の

晦鱗件は 撃月O；三ジ三急（乱づ一⑱



　　　　　　　　　、　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噂1

P⑤三線に爵じ（前と：全く周様にして楕滴瀟合となる．即ち

　　　　　　s一瞥爵謙≒蒲“隷撫や

　　黒し署一θ農⑨、S下呂窪く，＄誠響麟KS戯φ　　・　　tu

さある・更にX，　y坐標に蛮換すると
　　　　c・．tx　＝　cc．　xs　ct．一ds　＝　（一」bo　S　＄in　＠・des一　．s　tire8r　eoc，　e），一ds

　　　　噌鉱s血5・s諏⑪・ds＋c◎s　5・　¢・6⑭・混s、

！鰍㍍鯉噂する＝鰍魏4）姫蘇鰺をつ賊肋纏しい．、ts・Sti　“t2X場含とし

て鈷直sg・kP・＄．8遍聾すると

　　　　　　x…土碗㌻毒四位呼卿．、・

　　　　　暮二士乏K馬・岬　　　，　．　．

と扶ってこれはフK平板に懸垂遷れた液漁の僻と

融多であ勧・ら錨蕊平級k．対する液滴は水平穣

に懸・蜜ミ1れた譲滴6）著ちを金者造厳矯切断しv＿　一一

部会緯等しい・沖8図は・α。瓢rg3軍i鵠9。ら8ご

（？0。の塒合の¶計算結’＝累である。免S’こ～で注：意

せねば賃らぬことな（ぬ，（×oお・よびごC（　2は．各々謎ミ

立に任意の値を顛ること蟹でき軌・ミ終ある．

卿ち弁，丁～歓同一套三道線．．k　；e象ければならぬ

ことから

購｛漏桝魁撫鵡

．藩嬉野卿凧｝k舞

を得葡　φ」〉φ2とすれは“

　　　　　9・3”

　　　　　Zlill　．，，ili

　　　　　　一，．，．F，

葉認n桝滋」鉱
　　　　　凶｝一

　　　　　響：
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　　　　　第8鵠
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である．

虚偽齢よ㌍α1餐与気られ～ば1くあ・よ試φ1は決まるからムは求まり方農式価）

融いてφ。細め繕甑rπ一讐）Ct　K．　9dazφ。莇α郎翻るわ郷あるs

　　δ．液滴の落下．　　茅4節の理論駒鯖銀によると懸垂液滴の形歌お・

舘・齪は液滴割注細細叛との緩勲妻に於騰燧融伽、と曲面の三

曲点14於騰切線ぶX軸との肘角1即ちα。によって決定される．し蝿潅滴を

決繁る主要素はμ・であって630≦α・≦エ9◎脇脇納輝如何臆融融法

体であっても概論的に幽・険峻徳にあ9）　，Ct。緬3。の場含菰平級に懸垂齢得る

高幡の趣『隈i彩であってこの時飴みて平衡が弱気れ滴’下するわけである。しかし敷駅

ら髪際には液滴が趣磁形になる：煎に滴下してしまう、これは如葡’激ゐ狸由に禽矯

のであろうか。8？づ’液滴自由」表面はfa　i図に於いて暴富を中心軸とする曲’線

P継Q・肋面職敵嫡と激廊誼甫のα，μ諦鍬雛塔積の勘肉
係を求めて見る隷9図は藩髄角蜘が与秘れ錠縫合k傾角α。の大鎌よつ

て全塔ミ績携貞け何に褻イヒオるbsを示す。浄仁山から液滴ゐy極画趣になる前た滴

下する遷由が次のように競寵され翫即ち例えばα1司8♂の場春には（又。鑓

ユ806からさ成押するにつれてVば急激に：購力Ptし（yo鵠エ256に於いてVは：鍛大と

勧障頼購禰溢総容藻が減少する。こ繍嚢輸ごα副25・から生長菊
につれて液体寮平時：娠の上方に逆．流することを港味する斌醜らかに物躍禽に

不可能であるから：極限形α◎”63cになる：前野滴下してしまうわけである．）応編上

簸臓下熊d砿籔燃讃源勲等お翻楼鮎甑齢噸か弦蹄
才1まに示す瓜この表から漫体と単藪の物魚偽よって決まるα1ヵ與えられ＼ぼ

rV，◇継イ督叢寵・近，で滴下し．その時の：曇天，容蕊一の大凡を見翁。ること鵜でをる’。

　平衡が滋：れて滴下する場令k≧1ま浄jo図（・9一〉の如く錦壷隔管端必・ら滴下する

重曹下滴と｝鰭懸毅焔践液と幽静るこζゐ疾鹸から冷め終る。
平底から滴下する時9．筒様煮環象斌．見ち；れる。この礫の薬滴お・よび・残液の

容巌力叢滴全職諭三二哨るかぎおう・れ軍’滴下瑛勤醜郵。鰍・k

たことになるのであみ毬，これを巌癒℃鯉くに慧一丁力導菌な墓礎方程式ぶ厘

嬰で」あり、親在に1至るも解：毒、；れていない、T，も。ん帆sチel箆は：箇管端th　bら蒲下す

る湯離これを処一脈めに臨調等角落下の姉葦（te）を病院。購麺

騨2於いて（の縮下直煎の状態，面騰下壷後の状態と峨時k蒲下嵐
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輌楓紳縮飯力繍下馬磁本の魚塵㊤プ蒔し・・呪い勧で魏凶
かるにilV　li図（a．）に：於いて幽線1QRあ・よポPQ／R！をそ：れぞ’ジ・支叢・下遼煎齢よ

び適：彼の液1滴の・形ヒして○（s：即ち今　Wtを．与えると滴下壷：：前’の’角度（×◎dは容：籏の

最∂〈kなる輿と乳，て求めら熱る。　　　・　1

　雨滴二楓本・皐・径を二表kt・℃方琢呈去1ね：

　　　呵離娩粥凧磯瀬圃課暴撫

　　　　　　　　　　　購侮姻書一一一一一q6）

　　　　　　　　　　　　　アぐ　ぽコ
こ・t・c @㍗訪11（豊奉），猛謙s研壼α．

によって誠られるゴ露髄の角壌あ・よ・C繊本盗径贈れぞ勲α・♂献びつd・

とす祉滴下の前後妨邸て凶即ち骸は二二くdドθバθナ輪う，D幽
1騰タト後D評しいから勿論翻ヒなく，蜘磨る砿噸のみで娠（一轍に

輪dぐα・のとなる。（S6・〉式贈・、危について一振函数であってα・，α。の億一

個｝2歯応（．ズR＝、妥二一徊決ま’Q。それ故（為dキ（）（’odである敷らば・たとえ

凶一瞬魂即ちd惚套働蹟くて諺然漸磁後嫌物根本纏膿な
り，蕗下の前後に於いて演蒲J楓本山径毬幣壱タト径Dに専しいという享雲，に及

一ことに肱無理納ω≠も喪イと巌いと蘇ばα・d鵡d瑚・に
輪dφとる億融く液漉は全然滴下嵌・・ことになう，こ瓢事婁に粛葡け

輪る・従っ緒鱒勘醸耀論謙不鰹と馳糖藩下心購
湘図㈲②三線の如くに勧一心・錫凱d1＞c）（・鴫と輪のである．隔様

なことが畢働・ら落下する場合た猷・て肱える。そこで筆者陰次の如き仮

更を・堤寒したい．即ち蜘1図（9）に於いて④PQ京を落下適前の液滴のi彩と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノご巌時にP，P編於・・て①鮪面に壕する球面P＄ゼを慮像し刃れをP，P”

：を懸．るコまく平面で切断した時のP＄1）”麟～面とT）　P”斗£爾とで・囲戸畑た体績力ご厳1

液怒田に鑑いとあ・くのである1落下虚後に臆の践液が②の真線の如き平

衝形を保ち（）～。dキ（溢血α1キ弱であることは勿論である。艇；って：残液∴蓉績を

求めるには（c）で　　　　　　　　　　』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿　　　S三πθ
“・　　　砺＝asinθ｝α＄tn　e　s＝R　　　∴AB二Rh9：tZTEin　e｝　　｝

敵に斑液容積v』π戸（AB）2謡一菱轟119も飯・θ・d一・・rO

　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　リゆ

　　　　　　　　　　一刀鵠、（一。・・θ磐～θ1そ伽θ・＋÷）
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x　s誌訟隷α，調ん聴骨。瞬趨るから
鱗一v・1㌔轟構う㍉一・tS…a」・・3ぬ・一£嚇）一一一ぐs7）

を回る．　〈・’・lf）式秘三々のd1μ。dに対秘減液鶴艶求め脅俵ン繍して

ある、円三三に生ずる践潮容積ぼ回して脈、カぎ筆者の他の報告⑳には妊れ貧

婁鹸締，黒と純較ぴ（あるから蓼黒せられ凹い、

　　6．三二　　前1撫での緒県を要約すると，穿一ヒ懸垂液滴の平衡形を

ご訳元紬に厳獄に論ひてその蒋強を購らか厩た定と一（f…ある．　rL。k，r、・stedn

が三∴寮：．元蘭に論む艶二二癒．と比i絞でると

　　　　Tt・三野2’・・毒液麟斜径腐8う馬　　熱　”一

　　　筆　満　1α6購愈　・R季脳ノ蕎、／σ墾締齪臨4構

ヒなる。第二には丁め飯＄オe餓の仮発超譲全く捌欄Sa旧史を愚けて落下塞：養と

践液臓ゆ審二三箪鮫とである．・Pt・Sk懸垂液灘礁についズ従。隔鹿こ死，

辱期潔：氏の絃毒終と：．比藤・ずれば

　　　嵐醐拶3），．c鱗灘髄v糞ま8．84備）暑’　t
　　　翻　訳　謂：　o重　〃　v≦鵯a（工F＄）憂

　　　　魚鵡糠甑観細鰍の遜議照して餓鰍もので緬）
　　　筆．　暑：　◎盛　t／　v・≦邸4（毒）金

の如くk漁る．こ、にし。乾穀s毎鵜，細シ妖め鯖銀は三・次元解から或められた慈ので

回る毬、こ三巴：解教の向に回しい零嬉童が臭ら才じ翫イ敷って椴敏三者の繭違を鐸細に

論ずる騰判る．　　　　　　　　　　　　　　．
　　奪て以上のミ緒論はすべこて平面振に懸蜜きれ込液滴の平衡方程武を撒学馳

ならゲに物獲的野イ物三州て導いた⑩である気書，鍵際に楓聯繭部では

平瀬膿全に湛って勘，ス室蓋。瞳って周囲の慈鋤ご絶えず凝回して＄．・るの

であるから液滴の平衡と購培》ミ熱伝導の二二を毒回せねば敏らず｛句：題は：複雑

と励漣の遡論的弓扱い旗捧め眉濁羅で嫡．齢齢熱伝導の影響を考慮、し

て海諏住威を考熱て“一Q“　za’糸だ灘表一ず繊でk璽ら如㌦畢に平櫛聰

った揚含のみについてざ、液商狼本部勇廓如赤費る嫌件を考慮、すべきか今尚

不嗣で今回の研究属巽たねぼ敷らitい．・・

　　糊筆麺当り論支中堅：前『麺31二日た諸論3ζた対して感謝すると共紅雨曳中

終；嬬御指導を御鞭韓を場わる本三部…穿原回忌把蓼ぐ蕃騨メし申上げゐ。尚．本研

究｝融部省倉然料学埼究費補蹴よっ惰ヒ・餐のである回報肥ユ）
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